







その他のタイトル Correlations between Extracurricular
Participation and Academic Achievement : A









































学校週 5El tむりが実施されるようになってから既に 1年以上が経っているにもかかわらず、平成
元年 (1989年〉に告示された新学習指導要領で、は学校週 6日制を前提にした授業内容や時間数が
定められていることによるギャップを勘案するとしても、時間配分が学校の裁量に任されると公

















































































































































は「基本~こ返れJ (back to basics)としづ主張が前面に出てきた。























¥Villiam (1990)は、大統領立法補佐官の FrederickD.McClureが1989年12月の American
? 。??』
山田JI原子;特別活動への参加と学業成績の関係に関する日本およびアメリカでの突証的研究について







ハイスクーノレにおける特別活動を支持する研究者たち(Jeff reys， 1987 ; Marano， 1985 











さらに、 Officeof Educational Research and Improvement (20) によって行なわれた全米のハ
イスクールの生徒を対象とした調査についての分析 (Sweet，1986)によれば、特別活動への参
加者の学業成績の方が、非参加者の学業成績よりも良いという結果が得られたとしづ。

























































































(2) 読売新聞、 1993年 9月11日、朝刊。
(3) 同上。
(4) 社会の変化に対応した新しい学校運営等に関する調査研究協力者会議「社会の変化に対応した新しい
学校運営等の在り方について J、『初等教育資料~ 578号、 1992年 5月、 109頁。
(5) このことは、これまでの小学校、中学校及び高等学校の学習指導要領の「特別活動Jの章を読めば明ら
かである。
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